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首都高速道路の荒川河口部には7径間のゲルバートラス橋が架かっている．部材が入り組んでいることや，高架下
河川の制約を受けるため，高所作業車や橋梁点検車による近接目視点検が困難であり，死角となる箇所が存在す
る． 
本稿では，近接目視による点検以外の方法として，その特徴や性能が明確にされた，点検ロボット，ド
ローン，全方位カメラ，高精細カメラといった点検新技術を組み合わせ，ゲルバートラス橋の点検を実施した事
例について報告する．
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１．はじめに 

平成 31 年度（令和元年度）より法定の定期点検が二

巡目に入るのに先立ち，平成 31 年 2 月に，道路橋定期

点検要領が改訂された．点検要領の見直しにあたって

は，診断に必要な情報の質の向上を図りつつ，点検作業

の省力化が図られるようにすることが論点となり，定

期点検を行う者は，自らが診断を適切に行うことがで

きると判断する場合は，近接目視以外の方法でも点検

を行えることが明確にされた． 

本稿では，近接目視による点検以外の方法として，そ

の特徴や性能が明確にされた，点検ロボット，ドローン，

全方位カメラ，高精細カメラといった点検新技術を組

み合わせ，ゲルバートラス橋の点検を実施した事例に

ついて報告する． 

 

２．定期点検の課題 

荒川河口部に架橋する 7 径間のゲルバートラス橋は

（図-1），部材が入り組んでいることや，高架下河川の

制約を受けるため，高所作業車や橋梁点検車による近

接目視点検が困難である． 

このため，断面中央部に設置された点検通路上から

の点検を基本とし，詳細に損傷の状況を把握する必要

がある場合は，限定的に近接目視による点検を実施す

ることとしている．しかし，床版や鋼桁，トラス部材の

格点部など，目視による点検が困難で，死角となる箇所

が存在する． 

これらの課題を解決するために，上横構（ラテラル）

を走行する「トラス橋点検ロボット」を開発し，点検通

路からの点検では死角となる，床版，鋼桁の点検を実施

しているが，写真-1 に示すトラス部材の格点部等，こ

れまで実施してきた点検手法では状況を確認すること

が困難な部位が存在する． 

 

 

３．点検手法 

(1)トラス橋点検ロボット 

点検通路からの目視が困難な床版，鋼桁の健全性を

把握する事を目的として，写真-2 に示す，上横構（ラテ

ラル）を走行する点検ロボットを開発し，定期点検では

死角となる部位の点検を実施している． 

点検ロボットのベースとなる走行装置には，安定走

行を目的として車輪タイプを採用し，リチウムイオン

バッテリーにてモーターを作動させる．点検ロボット

は，リモコン操作によって作動し，進行方向の変換と走

行スピードの調整を可能としている．ロボット上部に

は，対象距離までの距離が 2.0m 程度であれば，幅

0.20mmのひびわれ検出が可能なアクションカメラを搭

載している．このカメラで撮影した画像（動画）から損

傷を発見し，静止画として保存することで損傷写真と

する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 7 径間ゲルバートラス橋 

 

 

 

 

 

写真-1 点検困難部位  写真-2 トラス橋点検ロボット 
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(2)ドローンによる点検 

点検通路からの目視が困難な床版，鋼桁をトラス橋

点検ロボットにて点検を実施している．点検ロボット

は上横構（ラテラル）を走行するため，ラテラルが設置

されていない部位は点検することができない．これら

の部位の点検を補完するために，ドローンによる点検

を採用した．写真-3 に示すドローンは，飛行性能に優

れ，安全装置であるセンサーの精度調整が可能な機体

を選定している．ドローンによる点検範囲は，経済性を

考慮し，点検ロボットによる点検が困難な部位に限定

した． 

 

(3)全方位カメラを用いた点検支援技術 

本トラス橋の格点部は，塩害環境下におかれている

ため，排水機能が失われている箇所は，防食機能の劣化

により，部材の断面欠損，高力ボルトの脱落が生じてい

る．特に，主構と下横構の格点部の内側は，点検通路か

らの目視点検では，その状況を確認することが困難で

あった．この目視による確認が困難な格点部の内側の

状況を確認するために，点検通路上より全方位カメラ

を上下運動させ，格点部に接近し，その内側の状況を確

認することとした（写真-4）．  

全方位カメラを用いた点検支援技術は，360°撮影が

可能なカメラを，上下運動用の伸縮金具等に取付けて

点検対象位置までロープを吊下げることで近接目視を

可能とする技術である． 

上述した点検技術により状況確認が困難な，トラス

部材，橋脚，附属物については，船舶や護岸より望遠レ

ンズを搭載した高精細カメラを用いて，その状況を確

認し，未点検箇所が無くなるようフォローしている． 

 

４．点検結果 

 点検ロボット，ドローン，全方位カメラ，高精細カメ

ラといった点検新技術を組み合わせて，トラス橋の点

検を実施することで，これまで確認する事ができなか

った死角箇所の点検が可能となった．点検結果の一例

として，RC 床版には，幅 0.20mm 程度の二方向ひびわ

れを発見することができ，今後の補修・補強の必要性を

検討するための情報を得ることができた．全方位カメ

ラを用いた点検においては，トラス部材格点部のガセ

ットプレートの防食機能が劣化し，腐食が生じている

箇所を複数確認している（写真-5）． 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 ドローン(Skydio2)による点検状況 

 

 

 

 

 

 

 

写真-4 全方位カメラを用いた点検支援技術 

 

 

 

 

 

 

 

写真-5 点検新技術で発見した損傷事例 

 

５．おわりに 

ゲルバートラス橋への点検新技術の適用は，性能が

担保された技術の適用により，重大な損傷を見落とし

なく，かつ追跡すべき損傷のフォローアップが可能と

なった．また，橋梁点検車や保安規制が不要である技術

を適用したため，従来の近接目視点検と比較し，効率的

に点検を実施することが可能となった． 

これら点検新技術を組み合わせる手法は，様々な点

検が困難な現場への活用が可能であり，今後，更なる活

用と展開が期待される． 

全方位カメラを用いた点検支援技術は，更なる現場

への適用に向けて，新技術に関わる情報の共有及び提

供を目的として整備された「点検支援技術性能カタロ

グ」や，「建設技術情報提供システム（NETIS）」へ登録

することや，上下運動用伸縮金具等の軽量化を進めて

いる． 

全方位カメラによる点検状況 

上下運動用伸縮金具 全方位カメラ 

全方位カメラ撮影画像例 

全方位カメラ 
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